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抄録：本研究の目的は，中学生の保健体育授業への動機づけにかかわる，フロー体験と基本的心理欲
求の充足の関連について検討することである。研究Ⅰでは，フロー体験尺度および基本的心理欲求尺
度を開発し，中学校１・２年生の合計４９２名を対象に，運動・保健体育授業への意識調査と合わせ，
質問紙調査を実施した。因子分析の結果，フロー体験尺度では「フロー体験」の１因子，基本的心理
欲求尺度では「有能感」「関係性」「自律性」の３因子で尺度が作成された。研究Ⅱでは，共分散構造
分析によってこれらの関連を検討した。フロー体験は，運動や体育の授業への意欲に正の関連を示し
た。基本的心理欲求の３因子「有能感」「関係性」「自律性」はフロー体験に正の関連を示した。この
結果から，体育授業における基本的心理欲求の充足とフロー体験の関連が明らかとなり，運動時のフ
ロー体験が，運動や体育の授業への意欲向上を促すことが示唆された。
キーワード：フロー，基本的心理欲求，有能感，自律性，関係性
Abstract：The purposes of this study were to examine the motivation of junior high school students on 
physical education and the relation between the flow experience and the basic psychological needs. This study 
is separated two parts. In the first part of this study named ‘study 1’, the flow experience scale and the basic 
psychological needs scale were developed by ourselves. After that, 492students of junior high school was 
investigated by these developed questionnaire. From the results by factor analysis of these questionnaire, the 
flow experience scale was consisted with the “flow experience factor”, and the basic psychological needs scale 
was consisted with the “competence”, the “relationship” and the “autonomy”. In the second part of this study 
named ‘study 2’, the structural equation modeling has been indicated. Flow experience is a positive association 
was observed in the wilingness to exercise or physical education class. Basic psychological needs 3 factors, 
“Competence”, “relationship”, “autonomy” had a positive relationship with the flow experience. As a result, 
the flow experiences during sports have been shown to lead to improvement in wilingness to exercise or 
physical education. In physical education class, the relationship of the basic psychological needs satisfaction 
and flow experience was shown.
Keywords：flow experience, basic psychological needs, competence, autonomy, relationship
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Ⅰ　問題と目的
１．保健体育科の目標と今日的課題
　文部科学省（２００８）は『中学校学習指導要領　解説』
において中学校保健体育科の目標を，「心と体を一体とし
てとらえ，運動や健康・安全についての理解と運動の合
理的な実践を通して，生涯にわたって運動に親しむ資質
や能力を育てるとともに健康の保持増進のための実践力
の育成と体力の向上を図り，明るく豊かな生活を営む態
度を育てる。」としている。
　文部科学省（２０１２）は，中央教育審議会「スポーツ基
本計画の策定について（答申）」の中で，子どもの体力や
運動習慣の現状と課題として，積極的にスポーツをする
子どもとそうでない子どもの二極化が顕著に認められる
こと，中学校女子においては，スポーツをほとんどしな
い子どもが３割を超えていることなどを挙げている。そ
のため，子どもが十分に体を動かして，スポーツの楽し
さや意義・価値を実感することができる環境の整備を図
ることを政策目標として掲げている。
　保健体育科における体育分野の授業は，運動習慣の身
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についていない生徒にとって，運動に取り組む数少ない
機会である。授業の中で運動の楽しさを味わうことは，
運動習慣の身についていない生徒にとっても，自ら運動
に親しむきっかけになることが期待できる。
２．運動を楽しむ理論の研究
　小島（２００６）は，大学生対象のダンス授業を実施する
にあたって，生涯スポーツの視点から，楽しさについて
追求することが不可欠であるとし，体育授業でのフロー
体験について検討している。Csikszentmihalyi（１９７５）に
より提唱されたフロー理論は，情動面からアプローチし
た動機づけ理論の代表例である。フローとは，内発的に
動機づけられた自己の没入感覚をともなう楽しい経験を
指し，Csikszentmihalyiはそれを「最適経験」ととらえた
（浅川，２０１２）。また，フロー体験は，一過性の快楽や楽
しみではなく，生活を豊かにし自己を向上させる主観的
現象であり，生活全般のWel－beingが促進されるとい
う実証的根拠が蓄積されている（石村，２００８　浅川，
２０１０）。
　またCsikszentmihalyi（１９９０）は，「身体でできること
はすべて楽しいものになる可能性がある。」と述べており，
身体的能力を使用するフロー体験は，トップアスリート
のみならず，すべての人々に開かれているとしている。
　このような背景から，フロー理論は運動，スポーツの
領域への応用にかかわる研究が多くされている。特に，
フロー体験の量的検討を可能にするための尺度（Flow 
State Scale以後FSS）の開発，改定は盛んに行われてい
る。日本でも，競技用，授業用など複数の日本版FSSの
作成が試みられている（石村ら，２００８）。
　奥上，西川，雨宮（２０１２）は，フロー体験チェックリ
スト（石村，２００８）を用いて，大学生のフロー体験の頻
度やWel－beingとの関係について分析し，フロー体験
がポジティブな発達と関連することを示している。なお，
フロー体験チェックリストでは，下位尺度として「没入」
「自信」「挑戦」を想定しているが，奥上ら（２０１２）の調
査では，「没入」の多くの項目で高得点となったことが報
告されている。フロー体験は，先にも述べたように「一
つの活動に深く没入している」状態を示しており，没入
はフロー状態を最も端的に表しているといわれている
（Csikszentmihalyi，１９７５）。
　小橋川，金城，平良，張本，大村（１９９８）は，競技用
FSSを用いて，大学生の授業時におけるFSSの因子構造
を分析し，競技用としては９因子を想定してあった尺度
で，４因子のみを確認しており，授業での因子構造は競
技スポーツと比較すると未分化であることを示した。
　このように，様々な領域でフロー理論の応用や尺度の
作成が行われている一方で，その因子として何を規定す
るかは対象や場面によって検討する必要があると考えら
れる。特に，運動経験が様々な中学生を対象にした場合，
フロー状態を最も端的に表し，運動経験に左右されずに
安定した測定が期待できる「没入」に絞って尺度を作成
することにより，信頼性の高いデータの収集が期待でき
る。
３．運動に関わる動機づけ理論の研究
　体育授業への動機づけを調査した研究に，藤田，佐藤
（２０１０）の研究がある。藤田らは，「自己決定理論」（Deci
＆Ryan，１９８５，１９９１，２０００，２００２）に基づく動機づ
け概念を用いて，小学生と中学生の体育授業における動
機づけの比較検討を行っている。自己決定理論とは，人
間の動機づけに関する基本的な理論で，学ぶこと，働く
ことなど多くの活動において自己決定すること（自律的
であること）が高いパフォーマンスや精神的な健康をも
たらすとする理論である（櫻井，２０１２）。また，現在こ
の理論は，「認知的評価理論」「有機的統合理論」「因果志
向性理論」「基本的心理欲求理論」「目標内容理論」の５
つのミニ理論によって構成されている。そのうち，西村
ら（２０１１）は，学業領域に限定した基本的心理欲求尺度
の作成を試みており，中学生の学習と基本的心理欲求理
論の関連に着目している。　
　「基本的心理欲求理論」では，①有能さへの欲求，②関
係性への欲求，③自律性への欲求の３つをいずれも人が
生得的に持っている心理的欲求（基本的心理欲求）とし
て特定している（長沼，２００４）。有能さへの欲求や自律
性への欲求は，「自己の内部」の欲求であり，認知的評価
理論でも暗黙裡に仮定されてきたのに対し，関係性の欲
求は「他者との間」との欲求として，Deci＆Ryanによ
り１９９０年の初めころに新たに提案された（櫻井，２０１２）。
基本的心理欲求理論ではこれらの３つの心理欲求が同時
に満たされるような条件のもとでは，人は意欲的になり
パーソナリティが統合的に発達するとされ，Wel－being
に必要不可欠なものであるとしている（長沼，２００４）。
　これら３つの基本的欲求は，並列的な関係ではなく階
層的な関係にあると考えられている（長沼，２００４）。有
能さへの欲求の認知がどのような動機づけにも必要な基
本的な心理欲求であるのに対し，自律性への欲求の認知
は内発的動機づけを保持するため，もしくは外発的動機
づけが自律的な動機づけとなりそれが保持されるために
必要であるとされている（Deci＆Ryan，２０００）。関係性
への欲求については，非自律的な関係性は依存関係を産
みだし，自律性を損なうことが予想されている。これら
のことから，有能さの認知や関係性の認知は自律性の認
知を経由して行動のパターンが決定されると考えられる
（長沼，２００４）。
　これまで，基本的心理欲求理論に着目し，中学生の学
校生活に対する動機づけを検討したものに，西村，櫻井
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（２０１１）などいくつかの研究が見られるが，運動や保健
体育の授業に特化した検討は十分されてきていない。基
本的心理欲求の充足は，物事に取り組む意欲，また心理
的な成長につながることから，保健体育授業に限定した
尺度を作成し関連を検討することは，保健体育授業の構
成に寄与するものと考える。
４．目的
　フロー体験と運動や保健体育の体育分野の授業（以後，
体育授業）への意欲はどのように関連するのか，また体
育授業時の基本的心理欲求の充足状況が運動時のフロー
体験とどのように関連するのかを明らかにし，保健体育
の授業に有効な知見を得ることを目的とした。
　そのため，研究Ⅰでは，フロー状態を端的に示してい
る没入感に着目した中学生版の運動時の「フロー体験尺
度」の作成と，体育授業の領域に限定した「基本的心理
欲求充足尺度」の作成を行う。さらに生徒の運動（スポー
ツ）と体育授業に対する意識を質問紙調査により把握す
る。研究Ⅱでは，研究Ⅰで作成された尺度および調査で
得られた得点を用いて，フロー体験から運動や体育授業
への意欲，また基本的心理欲求の充足からフロー体験に
いたるモデルを作成し，それらの関連について検討する。
Ⅱ　研究Ⅰ
１．方法
１）項目の選定・作成
　フロー体験尺度の項目選定，作成にあたっては，石村
（２００８）の「フロー体験チェックリスト」，基本的心理欲
求尺度の項目選定，作成にあたっては，西村，櫻井（２０１１）
の「学業領域における基本的心理欲求充足尺度」および
藤田，佐藤（２０１０）の「小学生と中学生の体育授業にお
ける動機づけの比較検討」で用いられた調査項目を参考
にした。さらに，項目の表現が，生徒に十分理解される
よう配慮した。また，この項目内容は，教育学を専門と
する大学教員３名および大学院生４名によって検討され，
フロー体験尺度３項目，基本的心理欲求尺度１２項目を選
定した。
２）調査対象
　公立中学校１・２年生計４９２名を対象に質問紙を実施
した。内訳は１年生男子１２３名・女子１２５名，２年生男
子１２０名・女子１２４名であった。
３）調査時期
　２０１６年５月から６月にかけて実施した。
４）調査材料
　調査項目は，フロー体験暫定尺度３項目（表１），基本
的心理欲求暫定尺度１２項目（表２），および運動・体育
授業への意識調査２項目（表３）を用いた。回答法は５
件法とし，選択肢は，「あてはまる」「ややあてはまる」
「どちらともいえない」「あまりあてはまらない」「あては
まらない」とし，５〜１点を与えた。
５）調査手続き
　生徒に対しては，心的負担を考慮し，無記名方式で学
級ごとに担任教師による集団調査を行った。回答法につ
いては，研究者が調査学校教職員に調査の趣旨を説明し，
生徒が思ったままを答えることができるよう配慮するこ
とを求めた。回答に要した時間は約１０分であった。
　分析にあたっては，SPSSver２３によって処理を行った。
２．結果
１）フロー体験尺度
①　因子構造
　測定項目の３項目について，主因子法により因子分析
を行った。固有値の減衰状況をスクリープロットで確認
したところ，単因子構造と考えるのが妥当であると判断
した。因子分析の結果，すべての項目の因子負荷量が.５０
以上を示したことから，３項目をフロー体験尺度として
選定した（表４）。
②　信頼性の検討
　選定した項目について，内的整合性によって信頼性の
検討を行った。３項目を信頼性係数はα＝.７９であった。
表１　フロー体験暫定尺度
項　　目
１　運動を行うことは楽しい。
２　運動しているときは，時間が早く過ぎる気がする。
３　運動しているときに，周りの人がどう見ているか気にならない時が
ある。
表２　基本的心理欲求暫定尺度
項　　目
１　体育の成績には自信がある。
２　体育の授業には自信がある。
３　体育の授業で，難しい課題に進んで取り組む。
４　体育の授業で，課題を自分で改善できる。
５　体育の授業で，運動が上手になりたい。
６　体育の授業で，運動の知識やコツをつかみたい。
７　健康的な生活のために，体育の授業は必要である。
８　体育の授業で，健康を保つことができる。
９　体育の授業で級友と一緒に運動することは楽しい。
１０　体育の授業で級友と一緒に運動すると，うまくできる。
１１　体育の授業で級友は，私がうまくできないときに励ましてくれる。
１２　体育の授業で級友は，だれかの失敗を笑ったりけなしたりする。（＊）
（＊）は逆転項目
表３　運動・体育授業への意識調査項目
項　　目
１　運動を行うことが好きだ。
２　体育の授業は楽しい。
表４　フロー体験尺度の因子分析結果
共通性F１項　　目
.８１
.７５
.２８
.９０
.８６
.５３
フロー体験（α＝.７９）
１　運動を行うことは楽しい。
２　運動しているときは，時間が早く過ぎる気がする。
３　運動しているときに，周りの人がどう見ているか気
にならない時がある。
寄与率（％）７１.９７
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このことから，フロー体験尺度においては，信頼性はお
おむね確認できたと判断した。
③　尺度得点
　フロー体験尺度として選定した３項目の合計を尺度得
点として算出した（表６）。
２）基本的心理欲求尺度
①　因子構造
　１２項目の主因子法により分析を行った。固有値の減衰
状況をスクリープロットで確認したところ，３因子解が
適当であると判断した。そこで，因子数を３に固定し，
因子分析を実施した（主因子法，プロマックス回転）。因
子負荷量が.４０未満の項目１２を除外し，再度因子分析を
行い，最終的に３因子１１項目を採用した（表５）。
　なお，第１因子の固有値は５.６９，第２因子の固有値は
１.６１，第３因子の固有値は.９１であった。この３因子の
累積寄与率は７４.６２％であり，説明率を有するものと考
える。第１因子は「体育の成績には自信がある」「体育の
授業で，難しい課題に進んで取り組む」など項目内容で
あり，体育の授業や課題に対する自信に関わる内容であ
ることから，この因子を「有能感」と命名した。第２因
子は「体育の授業で，運動が上手になりたい」「健康的な
生活のために，体育の授業は必要である」などの項目内
容であり，体育の授業に対して自ら取り組もうとする意
思に関する内容であることから，この因子を「自律性」
と命名した。第３因子は「体育の授業で級友と一緒に運
動すると，うまくできる」「体育の授業で級友は，私がう
まくできないときに励ましてくれる」などの項目内容で
あり，体育の授業中の級友との関係に関する内容である
ことから，この因子を「関係性」と命名した。
②　内的信頼性の検討
　選定した項目について，尺度ごとに内的整合性によっ
て信頼性の検討を行った。「有能感」尺度に選定した４項
目の信頼性係数はα＝.９１であった。「自律性」尺度に選
定した４項目の信頼性係数はα＝.８５であった。「関係
性」尺度に選定した３項目の信頼性係数はα＝.８０で
あった。このことから，以上の尺度においては信頼性が
確認できたと判断した。
③　尺度得点
　「有能感」尺度として選定した４項目，「自律性」尺度
として選定した４項目，「関係性尺度」として選定した３
項目の合計をそれぞれ尺度得点として算出した（表７）。
３）生徒の運動（スポーツ）と体育授業に対する意識調査
　調査結果を表８に示す。
４）性差の検討
　中学生期は，身体の発育・発達が著しく，運動時のフ
ロー体験や体育授業での欲求の充足状況に，性別による
違いがあることが予想される。そのため，フロー体験尺
度，基本的心理欲求の下位尺度および項目「運動を行う
ことが好きだ」「体育の授業は楽しい」について，それぞ
れ性別の平均得点を算出し，１要因の分散分析を行った
（表９，表１０，表１１）。
　分散分析の結果，「フロー体験」（F（１,１４８）＝１５.８５，
p＜.０１）に有意な差が認められ，女子よりも男子の得点
が有意に高かった。表５　基本的心理欲求尺度の因子分析結果
F３F２F１項　　目
－.０７
－.０７
　.１３
　.１８
－.１０
－.０２
　.２６
　.３２
　.９１
　.７９
　.５３
－.０９
－.０４
　.１３
　.１５
　.９５
　.８８
　.４９
　.４７
－.０９
　.０４
　.１１
　.９８
　.９７
　.６８
　.５７
　.０６
－.０１
－.０３
－.０９
　.０８
－.０１
－.０５
第１因子　有能感（α＝.９１）
１　体育の成績には自信がある。
２　体育の授業には自信がある。
３　体育の授業で，難しい課題に進んで取り組む。
４　体育の授業で，課題を自分で改善できる。
第２因子　自律性（α＝.８５）
６　体育の授業で，運動の知識やコツをつかみたい。
５　体育の授業で，運動が上手になりたい。
８　体育の授業で，健康を保つことができる。
７　健康的な生活のために，体育の授業は必要である。
第３因子　関係性（α＝.８０）
１０　体育の授業で級友と一緒に運動すると，うまく
できる。
９　体育の授業で級友と一緒に運動することは楽しい。
１１　体育の授業で級友は，私がうまくできないとき
に励ましてくれる。
　.５７
　.６７
―
　.４９
―
―　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F１
因子間相関　　　　　　　　　　　　　　　　F２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F３
表６　フロー体験尺度得点の基礎統計量
SDMMax．Min．（n）
２.８１１１.９１１５３４８６フロー体験
表７　基本的心理欲求の各下位得点の基礎統計量
SDMMax．Min．（n）
４.３７
３.２２
２.６５
１２.１２
１７.１２
１２.０８
２０
２０
１５
４
４
３
４８５
４８７
４８７
有能感
自律性
関係性
表８　運動・体育授業への意識の基礎統計量
SDMMax．Min．（n）
１.１１
０.９９
４.１８
４.２５
５
５
１
１
４８９
４８９
運動を行うことが好きだ
体育の授業は楽しい
表９　フロー体験の性差
女子男子
F値自由度SDMSDM
１５.８５＊＊１,４８４２.８９１１.４１２.６３１２.４１フロー体験
P＜.０１＊＊
表１０　基本的心理欲求の性差
女子男子
F値自由度SDMSDM
１１.１０＊＊
１.７９　
４.３０＊　
１,４８３
１,４８５
１,４８５
４.３０
３.０２
２.５１
１１.４７
１７.３２
１２.３３
４.３６
３.３９
２.７７
１２.７８
１６.９３
１１.８３
有能感
自律性
関係性
P＜.０５＊　P＜.０１＊＊
表１１　運動・体育授業への意識の性差
女子男子
F値自由度SDMSDM
１７.２０＊＊
４.１９＊　
１,４８７
１,４８７
１.１９
１.００
３.９８
４.１６
.９９
.９８
４.３９
４.３５
運動を行うことが好きだ
体育の授業は楽しい
P＜.０５＊　P＜.０１＊＊
№３１ ６１
　続いて基本的心理欲求の下位尺度では，「有能感」（F
（１,４８３）＝１１.１０，p＜.０１），「関係性」（F（１,４８５）＝４.３０，
p＜.０５）において有意な差が認められた。「有能感」で
は女子よりも男子が，「関係性」では男子よりも女子が有
意に得点が高かった。
　さらに運動や体育の授業に関する２項目については，
「運動を行うことが好きだ」（F（１,４８７）＝１７.２０，p＜
.０１），「体育の授業は楽しい」（F（１,４８７）＝４.１９，p＜
.０５）ともに有意な差が認められ，いずれの項目も女子よ
りも男子が有意に得点が高かった。
３．考察
　「フロー体験」について，女子よりも男子のほうが有意
に高い得点を示した結果から，男子のほうが運動時にフ
ロー体験をしていることが示唆された。
　これまで，運動や体育授業におけるフロー体験の男女
差を検討した研究のうち，小島（２００６）による大学生を
対象とした体育授業（ダンス）におけるフロー体験に関
する研究においては，フロー体験に男女の差は認められ
なかった。一方で，同じく大学生を対象とした小橋川ら
（１９９８）の運動学習時のフロー因子構造についての研究
では，フロー体験の男女差が認められている。本研究の
結果からは，フロー体験に「性差」が見られた。先行研
究からはフロー体験の男女差は一定しておらず，解釈に
は運動種目特性や中学生の時期についてなど一定の注意
が必要であるが，男女差があることが確認されたと考え
られる。
　また，基本的心理欲求の下位尺度について，「有能感」は
女子よりも男子が，「関係性」は男子よりも女子が有意に
高い得点を示した。本結果は，西村ら（２０１１）による学
業領域における基本的心理欲求充足尺度の検討結果と同
様であることから，基本的心理欲求の下位尺度「関係性」
には男女差（男＜女）を考慮する必要があることが示さ
れたといえる。西村ら（２０１１）の研究で学業領域では性
差が見られなかった「有能感」について，体育の授業場
面を想定した本研究で差が見られたことは，活動によっ
て基本的心理欲求の充足状況には違いが生じることを示
唆するものである。前述のように男子の「フロー体験」
得点が高かったことからも，運動や体育授業に対する好
感情が男子の特徴であると見ることができる。「関係性」
の充足状況が男子より女子のほうが高かったことも含め
て，男女それぞれの特徴を理解することが，体育授業を
実践する上で重要であると考えられる。
　「運動を行うことが好きだ」「体育の授業は楽しい」の
２項目についても，女子よりも男子が有意に高い得点を
示した。運動時の男子の「フロー体験」が高かったこと
から，中学生期における運動や体育の授業に対する興味・
関心や意欲は，基本的に男子のほうが高い可能性が示唆
された。また，「運動」よりも「体育」の男女差が小さい
ことは注目すべき点である。
Ⅲ　研究Ⅱ
１．方法
　研究Ⅰで作成された尺度で確認された因子「フロー体
験」，基本的心理欲求の「有能感」「自律性」「関係性」，
および項目「運動を行うことが好きだ」「体育の授業は楽
しい」の関連を検討するため，図１の仮説モデルを共分
散構造分析により検証した。なお，分析の対象は欠損値
のない４５８名（男子２２６名，女子２３２名）とした。
　分析にあたってはSPSS Amos ver２３を用いた。
２．結果
１）男女共通モデル
　まず，「有能感」「自律性」「関係性」の誤差間の共分散
を仮定し，「有能感」「自律性」「関係性」から「フロー体
験」「運動を行うことが好きだ」「体育の授業は楽しい」，
および「フロー体験」から「運動を行うことが好きだ」
「体育の授業は楽しい」へのすべてのパスがある場合の
共分散構造分析を行った。次に，５％水準で有意なパスを
残して，継続して分析を行った。結果，図２に示したモ
デルが作成され，モデル適合度はGFI＝.９９６，AGFI＝
.９８０，CFI＝.９９９，RMSEA＝.０２５であり，本モデルは
図１　仮説モデルパス図
体育の授業は
楽しい
運動を行うことが
好きだ
フロー体験自律性
有能感
関係性
図２　男女共通パスモデル
体育の授業は
楽しい
.15
.44
.16
.15
.46
.32
.30.50
.23
.53
.75
運動を行うことが
好きだ
フロー体験
自律性
有能感
関係性
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受容できると判断した。
　「フロー体験」は「運動を行うことが好きだ」「体育の
授業は楽しい」へ正の関連を示した。基本的心理欲求の
因子の「有能感」「関係性」は「自律性」に正の関連を示
し，「自律性」は「フロー体験」に正の関連を示した。ま
た「有能感」「自律性」は直接「体育の授業は楽しい」へ
正の関連を示した。さらに，「有能感」は直接「運動を行
うことが好きだ」へ正の関連を示した。なお，「フロー体
験」から「運動を行うことが好きだ」へのパスの標準化
推定値は.７５と高い数値を示した。総合効果（表１２），
直接効果（表１３），間接効果（表１４）について検討した
ところ，「関係性」は「フロー体験」「運動を行うことが
好きだ」「体育の授業は楽しい」に対して，間接効果があ
ることが確認された。
２）男女別モデル
　研究Ⅰの結果より，因子・項目の得点に性差が確認さ
れたことから，男女別パスモデルの検討を行った。
　男子モデルは，男女共通モデルと同様に基本的心理欲
求下位尺度の誤差間の共分散を仮定し，すべてのパスが
ある場合の共分散構造分析を行った。次に５％水準で有
意なパスを残して，分析を継続した。その結果，図３に
示したモデルが作成され，モデルの適合度はGFI＝.９９１，
AGFI＝.９６１，CFI＝.９９９，RMSEA＝.０３２であり，本
モデルは受容できると判断した。男子モデルは男女共通
モデルと同様の関連が認められた。「フロー体験」から
「運動を行うことが好きだ」へのパスの標準化推定値も男
女共通モデルと同様に.７５と高い数値を示した。男女共
通モデルと同様に，総合効果（表１５），直接効果（表１６），
間接効果（表１７）についても検討し，「関係性」は「フ
ロー体験」「運動を行うことが好きだ」「体育の授業は楽
しい」に対して間接効果があることが確認された。
　女子モデルも，男女共通モデルと同様の手順で共分散
構造分析を行った。結果，図４に示したモデルが作成さ
れ，モデルの適合度はGFI＝.９９３，AGFI＝.９４９，CFI
＝.９９８，RMSEA＝.０５６であり，本モデルはおおむね受
容できると判断した。女子モデルは男女共通モデル，男
子モデルと同様の関連に加え，「関係性」から直接「フロー
体験」へ正の関連が認められた。また，「フロー体験」か
ら「運動を行うことが好きだ」へのパスの標準化推定値
は.７４，「体育の授業は楽しい」へのパスの標準化推定値
は.５１を示し，いずれも比較的強い関連が想定される。
男女共通モデル，男子モデルと同様に，総合効果（表
１８），直接効果（表１９），間接効果（表２０）についても
検討し，「関係性」は「運動を行うことが好きだ」「体育
表１２　総合効果（男女共通パスモデル）
フロー体験自律性関係性有能感
.００
.００
.４４
.７５
.００
.３２
.４４
.２４
.５０
.１６
.２２
.１２
.２３
.５３
.４６
.５５
自律性
フロー体験
体育の授業は楽しい
運動を行うことが好きだ
表１３　直接効果（男女共通パスモデル）
フロー体験自律性関係性有能感
.００
.００
.４４
.７５
.００
.３２
.３０
.００
.５０
.００
.００
.００
.２３
.４６
.１６
.１５
自律性
フロー体験
体育の授業は楽しい
運動を行うことが好きだ
表１４　間接効果（男女共通パスモデル）
フロー体験自律性関係性有能感
.００
.００
.００
.００
.００
.００
.１４
.２４
.００
.１６
.２２
.１２
.００
.０７
.３０
.４０
自律性
フロー体験
体育の授業は楽しい
運動を行うことが好きだ
図３　男子パスモデル　
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.38
.16
.14
.40
.29
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.15
.53
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フロー体験
自律性
有能感
関係性
表１５　総合効果（男子パスモデル）
フロー体験自律性関係性有能感
.００
.００
.３８
.７５
.００
.２９
.４５
.２２
.５５
.１６
.２５
.１２
.１５
.４４
.３８
.４７
自律性
フロー体験
体育の授業は楽しい
運動を行うことが好きだ
表１６　直接効果（男子パスモデル）
フロー体験自律性関係性有能感
.００
.００
.３８
.７５
.００
.２９
.３４
.００
.５５
.００
.００
.００
.１５
.４０
.１６
.１４
自律性
フロー体験
体育の授業は楽しい
運動を行うことが好きだ
表１７　間接効果（男子パスモデル）
フロー体験自律性関係性有能感
.００
.００
.００
.００
.００
.００
.１１
.２２
.００
.１６
.２５
.１２
.００
.０４
.２２
.３３
自律性
フロー体験
体育の授業は楽しい
運動を行うことが好きだ
図４　女子パスモデル
体育の授業は
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.17
.51
.16
.17
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.74
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自律性
有能感
関係性
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の授業は楽しい」に対して間接効果が確認された。
３．考察
　本研究では，「フロー体験」が「運動を行うことが好き
だ」，「体育の授業は楽しい」に正の関連を示し，基本的
心理欲求の下位尺度である「有能感」「関係性」「自律性」
の充足によりフロー体験の指標尺度である「フロー体験」
に正の関連を示すという仮説（前掲図１）に基づいたモ
デルを作成し検証を行った。図２，図３，図４の結果では，
男女共通，男子，女子の３つのパスモデルすべてにおい
て，「フロー体験」と「運動を行うことが好きだ」「体育
の授業は楽しい」に正の関連が示された。「フロー体験」か
ら「運動を行うことが好きだ」へのパス標準推定値（男女：
.７５，男子：.７５，女子：.７４）が高い数値を示しているこ
とから，強い影響があることが想定できる。運動時のフ
ロー体験が，運動や体育授業の意欲を高めることにつな
がるというモデルの妥当性が支持されたと言える。
　次に，基本的心理欲求の充足状況とフロー体験の関連
として，「有能感」「関係性」「自律性」が，直接的もしく
は間接的に「フロー体験」へ正の影響を与えていること
が示された。この結果は，「有能感」と「関係性」は直接
的もしくは間接的に関連し，「自律性」は直接的に「フロー
体験」に関連するという仮説モデルを支持している。基
本的心理欲求尺度の下位尺度３因子に比較的強い相関が
見られることから，それぞれの因子が影響し合い，欲求
充足の度合いが高まることが考えられる。故に，上述し
ている基本的心理欲求が階層的な関係にあるという先行
研究の理論を否定するものではない。
　基本的心理欲求のそれぞれの直接的効果に特定した考
察を述べる。「有能感」は直接的にも「フロー体験」へ正
の関連を示している。フロー体験の生起条件とし
Csikszentmihalyi（１９９０）は，活動の挑戦のレベルと行為
者の能力のレベルが高次で釣り合っていること，目標が
明確であり即座にフィードバックが得られることの２点
を挙げている（浅川，２０１２）。自分の能力に合った課題
に挑戦し，達成することで「有能感」が満たされること
は，このフロー体験の生起条件と重なる部分も多く，直
接的な関連が示されたのではないかと考えられる。「有能
感」は，直接的にも間接的にも「フロー体験」に関連し
ていると考えられることから，体育の授業において有能
感の充足を考慮した授業や運動が，フロー体験の生起と
運動によって授業の楽しさを味わうための要素として捉
えることの有用性が示唆されたと考えることができる。
一方，男女共通モデル，男子モデルでは間接的な関連し
か見られなかった「関係性」から「フロー体験」への関
連が，女子のみ直接正の関連を示したことも注目すべき
点である。基本的心理欲求理論では，より自律性の低い
状況（内発的でない動機づけの状況）において，関係性
への欲求を満たすことが特に必要とされている。このこ
とからも，男子と比較すると「有能感」や「フロー体験」
の得点が低かった女子に対し，「関係性」に着目すること
は，実際の授業設計を検討する際に重要であるといえる。
女子は，体育の授業において関係性の充足を活用した授
業によって，「フロー体験」を促進し，運動や体育授業へ
の意欲を高めることのできる可能性が示唆された。
　さらに，「有能感」「自律性」は「運動を行うことが好
きだ」や「体育の授業は楽しい」に直接的な関連を示し
た。「有能感」は「運動を行うことが好きだ」および「体
育の授業は楽しい」に正の関連を示した。このことから，
体育の授業の中で運動ができるようになるという有能感
を満たすことは，運動や体育授業への意欲を直接的に高
めることにつながることが示唆された。また，「自律性」が
「体育の授業は楽しい」に正の関連を示したことから，
体育の授業に対し，自ら目標を持ったり目的を感じたり
して取り組むことにより，体育の意欲を直接的に高める
ことにつながることも示唆された。
　以上のことから，運動や体育授業の意欲を高めるため
には，体育の授業における運動により基本的心理欲求が
充足され，フローを体験することが有効であることが示
唆された。また，３つの基本的心理欲求「有能感」「自律
性」「関係性」のすべてを満たすことが大切であるが，こ
の３欲求の関係は並列的もしくは階層的であることに留
意すること，女子については「関係性」を十分に考慮す
る必要があることなどが併せて確認された。積極的に運
動を行わない子どもが顕著に現れ始めるといわれている
中学生期の女子において，このような知見が得られたこ
とは価値があるといえるだろう。
Ⅳ　今後の課題
　本研究の今後の課題として，以下の３点があげられる。
表１８　総合効果（女子パスモデル）
フロー体験自律性関係性有能感
.００
.００
.５１
.７４
.００
.３２
.３９
.２４
.４４
.３４
.２７
.２５
.３１
.５１
.４９
.５５
自律性
フロー体験
体育の授業は楽しい
運動を行うことが好きだ
表１９　直接効果（女子パスモデル）
フロー体験自律性関係性有能感
.００
.００
.５１
.７４
.００
.３２
.２３
.００
.４４
.２０
.００
.００
.３１
.４１
.１６
.１７
自律性
フロー体験
体育の授業は楽しい
運動を行うことが好きだ
表２０　間接効果（女子パスモデル）
フロー体験自律性関係性有能感
.００
.００
.００
.００
.００
.００
.１６
.２４
.００
.１４
.２７
.２５
.００
.１０
.３３
.３８
自律性
フロー体験
体育の授業は楽しい
運動を行うことが好きだ
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　第１に，尺度作成における課題である。本研究では，
運動時のフロー体験を特徴づける「没入」のみを取り上
げて，尺度作成と分析を試みた。フローを測定するもの
として，没入感のみでも十分なのかどうか，「挑戦」「自
信」も取り入れた尺度を作成する，あるいはより没入感
を重視して項目を見直すなど，尺度の検討が必要である。
　第２に，調査対象者についての課題である。本研究は
中学校１・２年生を対象とし，３年生を対象から外して
行った。中学生期は成長が著しく，１年生から３年生ま
での発達段階の中で，運動や体育の授業に対する意識も
変化する可能性が考えられる。今後，３年生まで調査対
象を広げて検討する必要がある。
　第３に，本研究で示された結果やモデルは予測の分析
に留まることである。第１，第２の課題とも関連させ，
より適正な尺度を作成し，調査対象を広げて分析を重ね
ることが必要である。
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